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㸯D㸮㸯 

⏘学ᐁ連ᦠと知的㈈⏘ᶒᡓ␎について㓟化≀༙ᑟయの事౛からの分析㸸 

ᮾ工大⣽㔝秀雄ᩍᤵによる IGZOの発明とライセンス、事業化 

 
 （中田行ᙪ㸦❧࿨㤋アジアኴᖹὒ大学ۑ

 
 ࡟ࡵࡌࡣ .1

日本の⏘学ᐁ連ᦠは、ไᗘとして 1998 年に「大学等ᢏ⾡⛣㌿ಁ㐍法」㸦TLO 法）が策定され、1999 年には

日本∧バイドール法にあたる「⏘業活ຊ෌生特別ᥐ⨨法」が策定された。この日本の⏘学ᐁ連ᦠを知的㈈⏘

ᶒのどⅬからࡳると、日本の大学の特チ出㢪件ᩘは 2005 年ᗘに 9,527 件から 2020 年ᗘ 8,675 件と㣬࿴ഴ向

にあるが、特チᶒ保᭷件ᩘは増ຍഴ向が続き、2010 年ᗘは 9,396 件となっている[1]。大学の特チᶒのᐇ᪋

は、ᐇ᪋件ᩘの増ຍഴ向が続いており 2010年ᗘで 4,968 件となり、ᐇ᪋཰ධも⥲じて増ຍഴ向であり、2010

年ᗘは 14.5 ൨෇となった[1]。しかし、⡿ᅜとẚ㍑すると、2010 年ᗘの特チ出㢪ᩘ 20,642 件、特チⓏ㘓ᩘ

㸲,469件であり、特にᐇ᪋཰ධは 24൨ドル(⣙ 1,800൨෇)と日本の 100 ಸ௨上である[2]。 

一方では、ᮾி工業大学の⣽㔝秀雄ᩍᤵらは、科学ᢏ⾡᣺⯆機構(JST)プロジ࢙クトにおいて、㓟化≀༙ᑟ

యを発明した。この㓟化≀༙ᑟయを用いたⷧ⭷トランジスタ㸦TFT）をディスプレイにᛂ用することにより、

ᚑ来とẚ㍑して、高精⣽、低消費㟁ຊの画ᮇ的なディスプレイをᐇ現できる可能性を持っている[3]。そして、

日本の⏘学ᐁ連の現状をᡴ◚する可能性を⛎めた大学発の発明である。 

このため、本研究は、この㓟化≀༙ᑟయの事౛について、研究、発明、㛤発、ライセンス、およࡧ事業化

の過⛬を分析することにより、日本の⏘学ᐁ連ᦠと知的㈈⏘ᶒᡓ␎を考察し、ᥦゝすることを目的とする。 

 

２㸬⏘Ꮫᐁ㐃ᦠ࡟㛵ࡿࡍඛ⾜◊✲ 

Ώ部・㝮⸝は、スタン࢛ࣇード大学のࢽールス・ライ࣐ース等の事౛から、学から⏘業࡬のᢏ⾡⛣㌿する

大学ᢏ⾡⛣㌿機関 (TLO: Technology Licensing Organization)の重要性を㏙࡭ている[4]。また、原山は、

TLO と〇ရ࡬⫱ᡂするࢧーࣅスをᥦ౪するインキࣗ࣋ータという㸰つの௰௓機関をྲྀり上ࡆ、ᮾ໭大学を事

౛として、種々の科学ᢏ⾡ᨻ策のไ定にకう㐍展と課題を㏙࡭ている[5]。㟷ᮌは、大学をᩍ⫱・研究のࣔジ

ࣗール、⏘業⏺を㛤発・ၟ業化のࣔジࣗールとᤊえ、この間をつな࣓ࡄカ࣒ࢬࢽとして TLO 等の௰௓⤌⧊の

ᚲ要性を上ࡆている[6]。 

㤿場㺃ᚋ⸨は、⏘学連ᦠについて、ᮾி大学の事౛を中心として調査し、日本の⏘学連ᦠに関するไᗘኚ㠉

が、大学の研究者に大学の⏘業㈉献を重どする意識のኚ化をもたらし、そのᡂ果があがりつつあると㏙࡭て

いる[7]。また、௻業から大学研究室࡬研究ேᮦのὴ㐵に代⾲される大学と௻業の㺀⥭ᐦな連ᦠ㺁が重要であり、

中᰾は大学による௻業のேᮦ⫱ᡂとしている[7]。 

 しかし、ඛ行研究では、日本の⏘学ᐁ連ᦠで大きなᡂຌをおさめたඛ行事౛が↓かったため、ᡂຌ事౛の

分析とᥦゝは↓かった。 

 

３㸬ศᯒ᪉ἲ 

分析対象としては、ᮾி工業大学の⣽㔝秀雄ᩍᤵらが、科学ᢏ⾡᣺⯆機構プロジ࢙クトにおいて、発明し

た㓟化≀༙ᑟయをྲྀり上ࡆる。分析方法として、事౛研究のアプローチを用いた。また、事౛研究の分析方

法として、研究の意ᅗや活動などを見出す目的で、主にインタࣗࣅ

ー調査の方法をྲྀった[8]。インタࣗࣅーᙧᘧとしては、イン࢛ࣇ

ー࣐ルな自⏤な会ヰの中から分析するため、自⏤ᅇ⟅方ᘧをྲྀった

[9㸪10]。 

ⴭ者は、௻業において、ᾮᬗディスプレイに用いる、アࣔル࢓ࣇ

スࢩリコン(a-Si) や低 多結ᬗࢩリコン㸦LTPS）を用いた TFT の

研究㛤発、また特チの評価、ඹ同研究、ライセンス等に⣙ 10 年間

ᚑ事しており、十分な知識と⤒験を᭷している。このため、自⏤ᅇ

⟅方ᘧによるインタࣗࣅーをྲྀる方が、自⏤な会ヰの中から⏘学ᐁ

連ᦠに意⩏のある情報が得られると考えた。 

インタࣗࣅー調査は、➹者がᮾி工業大学⣽㔝秀雄研究室を 2012

年 8᭶ 11日にゼၥして、⣽㔝秀雄ᩍᤵに⣙ 2時間行った㸦ᅗ 1）[11]。 

また、特チ、学⾡誌、⣽㔝秀雄ᩍᤵの一⯡向け書⡠[12]およ࣍ࡧ

ー࣒࣌ージ、そして᭶刊ᢏ⾡㞧誌のグ事等も用いて分析した。    ᅗ㸯 ᮾᕤ኱ ⣽㔝⚽㞝ᩍᤵ 
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㸲㸬㓟໬≀༙ᑟయ TFT  ⛬㐣ࡢ࡬஦ᴗ໬ࡽ࠿✲◊ࡢ࢖ࣞࣉࢫ࢕ࢹࡓ࠸⏝ࢆ

4.㸯 ⊂๰ⓗࡢ࣐࣮ࢸ✲◊࡞タᐃ 

⣽㔝ᩍᤵは࢞ラスなどの㏱明性を持つ㓟化≀のග・㟁子機能を㏣究する研究に⯆࿡を㛗年持っていた[12]。

1993年にྡ古ᒇ工業大学からᮾ工大にຓᩍᤵとして⛣⡠したことをきっかけに、ありࡩれたඖ⣲でできてい

る㓟化≀を基にග・㟁子機能ᮦ料を研究することを中心テー࣐にᤣえた。 

ᮦ料分㔝にたずさࢃるே間は、ありࡩれた᪤Ꮡのᮦ料を活用して新しい機能を⏘ࡳ出すことに重Ⅼを⨨く

ᚲ要がある。このため、ありࡩれたᮦ料である㓟化≀、より正確にいえࡤ㏱明な㓟化≀を研究対象とした[12]。

ᙜ時のᖖ識では、࢞ラスなどの㓟化≀は代⾲的な⤯⦕≀とࡳなされていた。しかし、ᖹซなᮦ料からこそ㠀

ซなᡂ果を生ࡳ出したいため、⣽㔝ᩍᤵは、㓟化≀に㟁Ẽを通すという、ᙜ時の㠀ᖖ識で⊂๰的な研究テー

࣐をタ定した。  

なࡐ、⣽㔝ᩍᤵは㠀ᖖ識で⊂๰的な研究テー࣐のタ定が可能であったのか㸽㺀まࡕがったらどうしよう㺁と

いうኻᩋ࡬の୙安が大きいと、ኻᩋやリスクをᅇ㑊しようとする。しかし、研究も日々ኻᩋだらけで、その

ኻᩋのሁ✚の上にᡂ果がでる。つまりኻᩋのᅇ㑊がᡂຌではなくて、ኻᩋを通過したものがᡂຌである。ኻ

ᩋをᜍれるのは、ᡂຌとኻᩋを対❧≀ととらええると、ᡂຌしなけれࡤᡂ果は↓いと考えるからである。し

かし、やってࡳれࡤ、かならずఱかしら得られるものがある。ኻᩋから得られるものも多いし、ኻᩋからし

か得られないものも多くある。㺀࢜ール㺃࢜ア㺃ࢼッࢩング㺁ではなく「࢜ール㺃࢜ア㺃ࢩ࣒ࢧング」である[12]。

研究の中から、学⾡論文や༤ኈ論文はかけるものだ[11]。 

 このように、ኻᩋからもఱかしら得られ、それが⊂๰的な研究ᡂ果につながるというಙ念が、㠀ᖖ識で⊂

๰的な研究テー࣐のタ定を可能にしている。 

 

4.3 㓟໬≀༙ᑟయࡢタィᣦ㔪ࡢⓎ⾲࡜ᐇド 

⣽㔝ᩍᤵは、㓟化≀のග・㟁子機能を㏣究する研究の一つとして、㏱明なアࣔル࢓ࣇス㓟化≀༙ᑟయ

㸦TAOS=Transparent Amorphous Oxide Semiconductor）を㛤発する≀㉁タ計の指㔪を、1995年に⚄ᡞᕷで㛤

ദされた➨ 16ᅇ「アࣔル࢓ࣇスおよࢼࡧノ結ᬗ༙ᑟయᅜ㝿会㆟」㸦ICANS 16）で発⾲した[13]。 

タ計指㔪は、ྛ原子の㌶㐨の✵間的ᗈがりを基に、㏱明なアࣔル࢓ࣇス㓟化≀༙ᑟయができそうなೃ⿵ᮦ

料の範ᅖをඖ⣲の周ᮇᚊ⾲の上で♧したものである。この㏱明なアࣔル࢓ࣇス㓟化≀༙ᑟయのタ計指㔪に対

して、発⾲を聞いた学会の࣓ンバーのὀ目を࡯とࢇど集めなかった[13]。࢞ラスなどの㓟化≀は⤯⦕యであ

るというᖖ識にとらࢃれている研究者が多かったからだ。 

 タ計指㔪の発⾲の⩣年の 1996 年に、㏱明なアࣔル࢓ࣇス㓟化≀༙ᑟయである CdO-GeO2 等のⷧ⭷を࣍ー

ルຠ果を用いて 定し、タ計どおりの大きな㟁子⛣動ᗘを♧すことを報告した。アࣔル࢓ࣇス IGZO(a-IGZO)

ⷧ⭷については、2001年に࣍ールຠ果を用いて 定により㟁子⛣動ᗘが⣙ 30 m2/V・sという発⾲をした[14]。

この a-IGZO ⷧ⭷を TFTに用いた場合に、大ᖜに TFT特性が向上する可能性が♧၀されたࢃけである。 

 

4.4 ๰㐀⛉Ꮫᢏ⾡᥎㐍஦ᴗࡢ◊✲⥲ᣓ࡬ 

こうしたᚑ来のᖖ識をそす研究ᡂ果を基に、⣽㔝ᩍᤵは、科学ᢏ⾡᣺⯆機構㸦JST）の大ᆺの研究㛤発ᨭ᥼

ไᗘである๰造科学ᢏ⾡᥎㐍事業㸦Exploratory Research for Advanced Technology㸹ERATO）の研究プロジ

࢙クト 「⣽㔝㏱明㟁子活性プロジ࢙クト」 の代⾲研究者に㑅ࡤれた[13]。研究ᮇ間は 1999年 10 ᭶から 2004

年 9᭶の 5年間であった。 

ERATO は、JST において、科学ᢏ⾡の๰造的な研究、特に基♏的な研究をより一ᒙ充ᐇさせ、しっかりとし

た工業❧ᅜを建タしていくために、1981 年に発足した[15]。そのᚋ、➨㸰ᮇ科学ᢏ⾡基本計画や⥲合科学ᢏ

⾡会㆟の᥎㐍ᡓ␎など、新しい時代の要ㄳを㋃まえ発展的にゎ消し、2002 年ᗘよりᡓ␎的๰造研究᥎㐍事業・

⥲ᣓᐇ᪋ᆺ研究㸦ERATO）として新たなスタートをした[15]。 

ERATO では、㺀ᡓ␎目ᶆ等の㐩ᡂに向け、新ᢏ⾡の๰出に資する可能性が高い研究㡿域ཬࡧその研究㡿域の

㐠Ⴀの㈐௵者である研究⥲ᣓを定め、研究⥲ᣓが自らの研究構᝿㸦㸻研究㡿域）のᐇ現を目指して研究者を

結集し、┤᥋指᥹して研究を᥎㐍する」となっている[15]。また、ERATO は、㸯年間ᙜり研究㛤発資金とし

ては、研究場ᡤ㈤料、ே件費等を全てྵࢇで、⣙㸱൨෇と多㢠のண⟬がつく[13]。つまり、研究⥲ᣓが、研

究者を結集し┤᥋指᥹する、自⏤ᗘと㈐௵を持つ研究㛤発ᨭ᥼ไᗘである。 

⣽㔝ᩍᤵは、「これだけの高㢠ண⟬を与えられることの㈐௵を感じると同時に「⥲ᣓ㈐௵者のྡ๓がプロジ

࢙クトのෙྡとしてついているために、ඃれた研究ᡂ果を上ࡆないと様にならないとᛮい、新㡿域の㛤ᣅに

ᑓ心した」という[13]。 

この ERATO プログラ࣒の⥲ᣓ㈐௵者のே㑅は公ເではなく、科学ᢏ⾡᣺⯆機構の調査チー࣒が学会などで

ඃれた研究ᡂ果を発⾲したᩍဨ・研究者をリストアップし、その研究㐙行能ຊを調査し、さらに、そのೃ⿵

者に研究㛤発内容を┤᥋、インタࣗࣅーしてே㑅し、ೃ⿵者リストをつくる[13]。 
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ไᗘである๰造科学ᢏ⾡᥎㐍事業㸦Exploratory Research for Advanced Technology㸹ERATO）の研究プロジ

࢙クト 「⣽㔝㏱明㟁子活性プロジ࢙クト」 の代⾲研究者に㑅ࡤれた[13]。研究ᮇ間は 1999年 10 ᭶から 2004

年 9᭶の 5年間であった。 

ERATO は、JST において、科学ᢏ⾡の๰造的な研究、特に基♏的な研究をより一ᒙ充ᐇさせ、しっかりとし

た工業❧ᅜを建タしていくために、1981 年に発足した[15]。そのᚋ、➨㸰ᮇ科学ᢏ⾡基本計画や⥲合科学ᢏ

⾡会㆟の᥎㐍ᡓ␎など、新しい時代の要ㄳを㋃まえ発展的にゎ消し、2002 年ᗘよりᡓ␎的๰造研究᥎㐍事業・

⥲ᣓᐇ᪋ᆺ研究㸦ERATO）として新たなスタートをした[15]。 

ERATO では、㺀ᡓ␎目ᶆ等の㐩ᡂに向け、新ᢏ⾡の๰出に資する可能性が高い研究㡿域ཬࡧその研究㡿域の

㐠Ⴀの㈐௵者である研究⥲ᣓを定め、研究⥲ᣓが自らの研究構᝿㸦㸻研究㡿域）のᐇ現を目指して研究者を

結集し、┤᥋指᥹して研究を᥎㐍する」となっている[15]。また、ERATO は、㸯年間ᙜり研究㛤発資金とし

ては、研究場ᡤ㈤料、ே件費等を全てྵࢇで、⣙㸱൨෇と多㢠のண⟬がつく[13]。つまり、研究⥲ᣓが、研

究者を結集し┤᥋指᥹する、自⏤ᗘと㈐௵を持つ研究㛤発ᨭ᥼ไᗘである。 

⣽㔝ᩍᤵは、「これだけの高㢠ண⟬を与えられることの㈐௵を感じると同時に「⥲ᣓ㈐௵者のྡ๓がプロジ

࢙クトのෙྡとしてついているために、ඃれた研究ᡂ果を上ࡆないと様にならないとᛮい、新㡿域の㛤ᣅに

ᑓ心した」という[13]。 

この ERATO プログラ࣒の⥲ᣓ㈐௵者のே㑅は公ເではなく、科学ᢏ⾡᣺⯆機構の調査チー࣒が学会などで

ඃれた研究ᡂ果を発⾲したᩍဨ・研究者をリストアップし、その研究㐙行能ຊを調査し、さらに、そのೃ⿵

者に研究㛤発内容を┤᥋、インタࣗࣅーしてே㑅し、ೃ⿵者リストをつくる[13]。 

⣽㔝ᩍᤵが ERATO の⥲ᣓ㈐௵者に㑅ࡤれたᙜ時の JST 理事㛗は໭⃝宏一Ặであり、໭ἑẶが⣽㔝ᩍᤵの研

究㡿域に精通していたことが、㑅定の精ᗘを上ࡆた[11]。 

 

4.5 ᡓ␎ⓗ๰㐀◊✲᥎㐍஦ᴗ࣭Ⓨᒎ◊✲࡬ 

5 年間の研究ᡂ果はᚑ来↓かった新つの㓟化≀ᮦ料の可能性を多ᩘᥦ♧した。5年間でかなりの㢠の研究㛤

発費のᨭ᥼を受けたことから、⣽㔝ᩍᤵは「⏘業⏺で役❧つ新ᮦ料をᥦ౪しないと⏦しヂない」と考えた[13]。 

⊂๰的な研究ᡂ果を上ࡆた⣽㔝㏱明㟁子活性プロジ࢙クトは、そのᚋ⥅プロジ࢙クトとしてᡓ␎的๰造研

究᥎㐍事業・発展研究(SORST)を 2004年 10᭶から 5年間、ᐇ᪋することが認められた[13]。SORSTは、ERATO

等の研究課題のうࡕ、ඃれた研究ᡂ果がᮇᚅされ、かつ発展の見㎸まれる研究について、ᙜึの研究ᮇ間を

㉺えてษれ目なく研究を⥅続することで、௒ᚋの科学ᢏ⾡の㘽となる大きな研究ᡂ果またはᑗ来ᐇ用化が見

㎸まれる研究ᡂ果の๰出に資することをࡡらいとしている。つまり、SORSTは、ERATOや CREST、さきがけ等

JSTのᡓ␎的๰造研究᥎㐍事業の研究ᡂ果を᭦に発展させるための研究㛤発ᨭ᥼ไᗘである。 

 

4.6 ๰㐀⛉Ꮫᢏ⾡᥎㐍஦ᴗ࡜Ⓨᒎ஦ᴗࡢ◊✲ᡂᯝ 

⣽㔝㏱明㟁子活性プロジ࢙クトの、ERATOと SORSTでの研究ᡂ果について㏙࡭る。 

㏱明なアࣔル࢓ࣇス㓟化≀༙ᑟయ㸦TAOS）のග・㟁子機能を系⤫的に研究した。2003年㡭に、༢結ᬗ㓟化

≀である ZnO や InGaZnO4を用いた高い⛣動ᗘをもつ TFT が発⾲された[16,17]。ZnO およࡧ In2O3は༢結ᬗし

かできず、⛣動ᗘは高い。しかし、キャリアᐦᗘをᑠさくไᚚできず、結果として࢜ࣇ㟁流をᢚえられず、

ディスプレイにᛂ用した場合にගがもれて㯮を㯮と⾲♧できなくなる。このため、⣽㔝ᩍᤵは、ᮦ料として

a-IGZO (a-InGaZnO4)ᮦ料を㑅定した[16,17]。キャリア⃰ᗘが高いと TFT特性を♧さない。このため、ZnOと

In2O3 ⭷中に生ᡂする㓟⣲Ḟ㝗に㉳因するキャリア発生をᢚไするために、㓟⣲との結合がᙉい Ga を㑅定し

た[16,17]。ZnOと In2O3と Ga2O3の㸱ඖ系の㓟化≀ⷧ⭷を、系⤫的にసᡂし、結ᬗ性と࣍ールຠ果を用いた⛣

動ᗘ等を 定した[16,17]。結ᬗ系 IGZO㸦c-IGZO） も研究し、学会発⾲している[18]。これらの研究の結果、

ZnOと In2O3は結ᬗ化し、他の᮲件ではアࣔル࢓ࣇス状態である。また、In-Zn-O系に Gaをῧຍしていくと⛣

動ᗘがୗがることがุった。この様に、In-Ga-Zn-O 系の系⤫的な研究により、a-IGZOᮦ料を TFT ᛂ用する࡬

ዲ㐺およࡧ最㐺なᡂ⭷᮲件を見出した[16,17]。 

そして、⣽㔝ᩍᤵは、SORST プロジ࢙クトでは、⏘業に役❧つ研究㛤発ᡂ果を上ࡆることをᙉく意識し、

2004年 11᭶にⱥᅜのⴭྡな学⾡誌「Nature」に、㺀アࣔル࢓ࣇス㓟化≀༙ᑟయを用いた㏱明で᭤がる TFTの

室 సᡂ」の論文を発⾲した㹙19㹛。ᅗ 2に♧す a-IGZO TFT は、多結ᬗ InGaZnO4のターࢤットに、㓟⣲㞺ᅖ

Ẽ中で、パルスレーザーを↷ᑕして㣕ᩓさせて、ᶞ⬡ࣇイル࣒㸦PET）

上に a-IGZO ⷧ⭷を、室 でሁ✚させてసᡂした。⛣動ᗘが 6-9 m2/V・s

と、通ᖖの a-Si TFT より 1 ᱆高いⰋዲな特性であった。なお、࢜ン/

㟁流ẚは、103ࣇ࢜ に␃まった。これは、TFT సᡂ工⛬のၥ題による、

、ートのリーク㟁流のためであり、a-IGZOⷧ⭷のᮦ料的なၥ題で↓くࢤ

そのᚋ短ᮇ間に 106௨上になった[11]。なお、この〇法はᐇ験室向きで

あるが、大ᆺᾮᬗの生⏘に用いられているスパッタ法に容᫆に⨨き᥮え

ることができる。 

この論文は、他の研究者から多くのᘬ用がありὀ目され、この論文を

ዎ機に、㏱明なアࣔル࢓ࣇス㓟化≀༙ᑟయの研究が┒ࢇになった[13]。 

このプロジ࢙クトは、㏱明なアࣔル࢓ࣇス㓟化≀༙ᑟయ㸦a- IGZO）

TFTの発明の࡯か、㟁Ẽを通すセ࣓ントとして㓟化カルࢩウ࣒・アル࣑

れたセ࣓ントの≀㉁を㟁子ᮦ料、㕲系高 ㉸ఏᑟయの発ࡩというありࢼ

見などの༟㉺した⊂๰的な研究ᡂ果を多ᩘ上ࡆて⤊஢した[12]。    ᅗ 2 ⣽㔝ᩍᤵࡀⓎ᫂ࡓࡋ IGZO TFT 

 

4.7 ⏘ᴗ໬ࡢࡵࡓࡢඹྠ◊✲ࠊ㛤Ⓨ 

 「Nature」に a-IGZO TFTの論文を発⾲した時Ⅼでは、ᅜ内の大手ᾮᬗパネル࣓ーカーの཯ᛂは㕌かった[20]。

ᙜ時、ᅜ内ᾮᬗパネル࣓ーカーの多くは、ZnO TFTのᐇ用化につまずいた⤒験があった。その⤌ᡂがఝてい

る上に、レア࣓タルの In を౑ IGZO にᣄ⤯཯ᛂをおこしていた[20]。また、生⏘のࡤらつきが大きいが⛣動

ᗘ 100 m2/V・s がでる LTPS(低 多結ᬗ Si)ᢏ⾡にഴὀしていたことも⫼景にあった[20]。 

⣽㔝ᩍᤵは、⏘業⏺の௻業に᥇用してもらうためには、௻業とのඹ同研究によるᛂ用を考えた研究がᚲ要

と考え、キࣖノンとඹ同研究を始めた㹙13㹛。ところが、キࣖノンはディスプレイᢏ⾡を持たないため、ディ

スプレイのᫎീ⾲♧能ຊを評価して、ࣇィードバックをかけることができなかった[20]。 

キࣖノン௨外にも、ᛂ用に意ḧがあるฝ∧印ๅや、㡑ᅜのࢯ࣒ࢧン㟁子の研究ᡤ、LG 㟁子などと、プロジ
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࢙クトの研究現場で㆟論を重ࡡた㹙13㹛。この結果、ฝ∧印ๅは a-IGZO TFT を用いた㟁子࣌ーパーをヨసす

るなどのᛂ用㛤発を始めた[13]。 

LG 社は研究ᡂ果を࢜ープンにせず、ᐇ用化ᢞ資ุ᩿も㐜れがࡕであった[20]。一方࣒ࢧスン㟁子は、研究

ᡂ果の㆟論に㠀ᖖに࢜ープンで、リスクも✚ᴟ的にྲྀった[20]。つまり、基♏研究からᾮᬗパネルのᐇ用化

まで❧ࡕṆまらずに㐍ࢇだのは、࣒ࢧスン㟁子だけであった[20]。 

また、2009 年㡭からは、a-IGZO TFT を用いたした高ゎീᗘ・㸱ḟඖ・大ᆺᾮᬗディスプレイや᭷機㹃㹊デ

ィスプレイのヨస・展♧がᅜ内外のᅜ㝿会㆟や展♧会で目❧つようになった。2010 年 5 ᭶ 23㹼28 日に⡿ᅜ

アトルで㛤ദされたࢩ Society for Information Display㸦SID）2010 において、a-IGZO TFT を用いたディ

スプレイとして、AUO社は 32 ᆺᾮᬗと 2.4ᆺ᭷機 EL、LG は 2.8ᆺᾮᬗ、SMD 社は 19 ᆺ᭷機 EL,ࢽࢯーは 11.7

ᆺ᭷機 EL等を発⾲・展♧した[21]。 

 

4.8 㓟໬≀༙ᑟయࡢ≉チࢫࣥࢭ࢖ࣛ࡜ 

a-IGZOⷧ⭷を活性ᒙに用いた TFTの特チは、2002年 9᭶ 11 日に出㢪し[22]、2008 年 8᭶ 8日にⓏ㘓され

た㹙23㹛 

特チについては、JSTから研究ண⟬を得ていたこと、ᅜ❧大学の法ே化๓であったことから、JST が関連特

チをパテントプールとして一ᣓ⟶理し、฼用者が活用し᫆いようにした[11]。ᮾ工大とキࣖノンは、a-IGZO 

TFT のඹ同研究を行い、多ᩘの特チをඹ同出㢪していたが、キࣖノンがディスプレイを事業としてᐇ᪋する

ことは結果として↓くなったため、ᮾ工大とキࣖノンがඹ同出㢪したᛂ用・周辺特チも、パテントプールに

一ᣓされ、ᢏ⾡⛣㌿によるライセンスを JST にጤクすることになった[11,20]。基本特チをはじめ、⣙ 70 の

多ᩘの特チがパテントプールとして⟶理されている[11]。 

⣽㔝ᩍᤵは、౑ࢃれてこそᮦ料とのಙ᮲から、ᅜ内ᅜ外の௻業に分け㝸てなくライセンスしたいという考

えをᙜึから持っていた。 

しかし、日本௻業は、᪤に事業化している a-Si TFTや LTPS TFTとの得ኻẚ㍑や、結ᬗ ZnO TFTの特性評

価、またディスプレイを事業化するかのุ᩿等により、ライセンスに消ᴟ的であった。࣒ࢧスン㟁子だけが、

基♏研究からᾮᬗパネルのᐇ用化まで❧ࡕṆまらずに㐍ࢇだ [20]。その結果、JST は࣒ࢧスン㟁子と a-IGZO 

TFTに関する通ᖖᐇ᪋ᶒのライセンスዎ⣙を 2011年 7 ᭶ 20日に⥾結した[24]。 

しかし、一⯡の方などには⤒⦋と状ἣがఏࢃらず、ᢏ⾡流出と「㠀㞴をされることもあった」と、⣽㔝ᩍ

ᤵは語った[13]。⡿ᅜでは、大学の多ᩘの特チがᢏ⾡⛣㌿機関㸦TLO）を通じてライセンスされるが、事業化

される確⋡を高めるため、一つの௻業にᑓ用ᐇ᪋ᶒをライセンスするのでは↓く、多くの௻業に通ᖖᐇ᪋ᶒ

がライセンスされるのがṤどである。このことから、ᢏ⾡流出と㠀㞴されるのはᙜらず、日本の௻業の㺀目฼

き㺁能ຊを向上するᚲ要がある。 

なお、JSTはࢩャープと、a-IGZO TFTに関するライセンスዎ⣙を 2012年 1᭶ 20日に⥾結した[25]。 

なお、⣽㔝ᩍᤵは、「特チྲྀ得、パテントプールのᙧᡂ、ライセンスには、᪫化ᡂ株ᘧ会社出㌟で JST の知

的㈈⏘ᡓ␎センターに໅務しているᑿᓮ຾Ặが、大きな役๭を果たした。この活動が↓けれࡤ、多くの関連

௻業にライセンスできるには⮳らなかった可能性が高い。」と㏙࡭ている㹙11㹛。まさにᑿᓮẶが、⏘学ᐁ連

ᦠコーディネーターの役๭を果たしている。 

⣽㔝ᩍᤵは、大学が⊂๰的な基本特チを⏘ࡳ出しても、ᛂ用に関心を持つ௻業とඹ同研究をᐇ᪋し、多く

のᛂ用・周辺特チを出㢪しないと「⏘業化が㞴しいということを、௻業とのඹ同研究などから学ࢇだ」とい

う[13]。 

 

 ྥືࡢရ㛤Ⓨၟࡢᚋࢫࣥࢭ࢖ࣛ 4.9

2012年 1 ᭶⡿ᅜラス࣋࢞スで㛤ദされた Consumer Electronics Show2012(CES2012)において、ࢧンスン㟁

子と LG㟁子は、55 インチの᭷機 ELディスプレイを展♧した[26]。 

ャープは、JSTࢩ からのライセンスを受け、ୡ⏺でึめて a-IGZO TFT を᥇用したᾮᬗパネルの生⏘を、2012

年 4᭶から本᱁的な生⏘に⛣行した[27]。ட山➨ 2工場は、2006年 8᭶より✌動し、テレࣅ用ᾮᬗパネルを

生⏘していたが、ࣔ バイル機ჾ向けの中ᑠᆺᾮᬗパネルの㟂要ᛴᣑ大に対ᛂし、➨ 2工場の᪤Ꮡラインを IGZO

用にᨵ造した。ࢩャープは、ライセンスを受けた IGZO の㔞⏘ᢏ⾡の㛤発には、༙ᑟయエネルギー研究ᡤの༠

ຊを得た[28]。2012 年 6 ᭶ 1 日のࢩャープによる IGZO ᢏ⾡発⾲会では、高い⛣動ᗘによつ TFT のᑠᆺ化と

配⥺の⣽⥺化により「2 ಸの高精⣽化」、高い࢜ࣇ特性を活かした新㥑動方ᘧによる「1/5㹼1/10 の低消費㟁

ຊ化」を発⾲した㹙3㹛。 

2012年 6᭶ 3㹼8日に⡿ᅜ࣎ストンで㛤ദされた Society for Information Display㸦SID）2012において、

LG 㟁子が CES12 で展♧した 55 インチ᭷機 ELディスプレイは、a-IGZO TFT を用いていることを発⾲するとと

もに、᭷機 ELテレࣅを展♧した[29]。また、SID2012 では、a-IGZO TFT を用いたテレࣅとして、ࢩャープが
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࢙クトの研究現場で㆟論を重ࡡた㹙13㹛。この結果、ฝ∧印ๅは a-IGZO TFT を用いた㟁子࣌ーパーをヨసす

るなどのᛂ用㛤発を始めた[13]。 

LG 社は研究ᡂ果を࢜ープンにせず、ᐇ用化ᢞ資ุ᩿も㐜れがࡕであった[20]。一方࣒ࢧスン㟁子は、研究

ᡂ果の㆟論に㠀ᖖに࢜ープンで、リスクも✚ᴟ的にྲྀった[20]。つまり、基♏研究からᾮᬗパネルのᐇ用化

まで❧ࡕṆまらずに㐍ࢇだのは、࣒ࢧスン㟁子だけであった[20]。 

また、2009 年㡭からは、a-IGZO TFT を用いたした高ゎീᗘ・㸱ḟඖ・大ᆺᾮᬗディスプレイや᭷機㹃㹊デ

ィスプレイのヨస・展♧がᅜ内外のᅜ㝿会㆟や展♧会で目❧つようになった。2010 年 5 ᭶ 23㹼28 日に⡿ᅜ

アトルで㛤ദされたࢩ Society for Information Display㸦SID）2010 において、a-IGZO TFT を用いたディ

スプレイとして、AUO社は 32 ᆺᾮᬗと 2.4ᆺ᭷機 EL、LG は 2.8ᆺᾮᬗ、SMD 社は 19 ᆺ᭷機 EL,ࢽࢯーは 11.7

ᆺ᭷機 EL等を発⾲・展♧した[21]。 

 

4.8 㓟໬≀༙ᑟయࡢ≉チࢫࣥࢭ࢖ࣛ࡜ 

a-IGZOⷧ⭷を活性ᒙに用いた TFTの特チは、2002年 9᭶ 11 日に出㢪し[22]、2008 年 8᭶ 8日にⓏ㘓され

た㹙23㹛 

特チについては、JSTから研究ண⟬を得ていたこと、ᅜ❧大学の法ே化๓であったことから、JST が関連特

チをパテントプールとして一ᣓ⟶理し、฼用者が活用し᫆いようにした[11]。ᮾ工大とキࣖノンは、a-IGZO 

TFT のඹ同研究を行い、多ᩘの特チをඹ同出㢪していたが、キࣖノンがディスプレイを事業としてᐇ᪋する

ことは結果として↓くなったため、ᮾ工大とキࣖノンがඹ同出㢪したᛂ用・周辺特チも、パテントプールに

一ᣓされ、ᢏ⾡⛣㌿によるライセンスを JST にጤクすることになった[11,20]。基本特チをはじめ、⣙ 70 の

多ᩘの特チがパテントプールとして⟶理されている[11]。 

⣽㔝ᩍᤵは、౑ࢃれてこそᮦ料とのಙ᮲から、ᅜ内ᅜ外の௻業に分け㝸てなくライセンスしたいという考

えをᙜึから持っていた。 

しかし、日本௻業は、᪤に事業化している a-Si TFTや LTPS TFTとの得ኻẚ㍑や、結ᬗ ZnO TFTの特性評

価、またディスプレイを事業化するかのุ᩿等により、ライセンスに消ᴟ的であった。࣒ࢧスン㟁子だけが、

基♏研究からᾮᬗパネルのᐇ用化まで❧ࡕṆまらずに㐍ࢇだ [20]。その結果、JST は࣒ࢧスン㟁子と a-IGZO 

TFTに関する通ᖖᐇ᪋ᶒのライセンスዎ⣙を 2011年 7 ᭶ 20日に⥾結した[24]。 

しかし、一⯡の方などには⤒⦋と状ἣがఏࢃらず、ᢏ⾡流出と「㠀㞴をされることもあった」と、⣽㔝ᩍ

ᤵは語った[13]。⡿ᅜでは、大学の多ᩘの特チがᢏ⾡⛣㌿機関㸦TLO）を通じてライセンスされるが、事業化

される確⋡を高めるため、一つの௻業にᑓ用ᐇ᪋ᶒをライセンスするのでは↓く、多くの௻業に通ᖖᐇ᪋ᶒ

がライセンスされるのがṤどである。このことから、ᢏ⾡流出と㠀㞴されるのはᙜらず、日本の௻業の㺀目฼

き㺁能ຊを向上するᚲ要がある。 

なお、JSTはࢩャープと、a-IGZO TFTに関するライセンスዎ⣙を 2012年 1᭶ 20日に⥾結した[25]。 

なお、⣽㔝ᩍᤵは、「特チྲྀ得、パテントプールのᙧᡂ、ライセンスには、᪫化ᡂ株ᘧ会社出㌟で JST の知

的㈈⏘ᡓ␎センターに໅務しているᑿᓮ຾Ặが、大きな役๭を果たした。この活動が↓けれࡤ、多くの関連

௻業にライセンスできるには⮳らなかった可能性が高い。」と㏙࡭ている㹙11㹛。まさにᑿᓮẶが、⏘学ᐁ連

ᦠコーディネーターの役๭を果たしている。 

⣽㔝ᩍᤵは、大学が⊂๰的な基本特チを⏘ࡳ出しても、ᛂ用に関心を持つ௻業とඹ同研究をᐇ᪋し、多く

のᛂ用・周辺特チを出㢪しないと「⏘業化が㞴しいということを、௻業とのඹ同研究などから学ࢇだ」とい

う[13]。 
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2012年 1 ᭶⡿ᅜラス࣋࢞スで㛤ദされた Consumer Electronics Show2012(CES2012)において、ࢧンスン㟁

子と LG㟁子は、55 インチの᭷機 ELディスプレイを展♧した[26]。 

ャープは、JSTࢩ からのライセンスを受け、ୡ⏺でึめて a-IGZO TFT を᥇用したᾮᬗパネルの生⏘を、2012

年 4᭶から本᱁的な生⏘に⛣行した[27]。ட山➨ 2工場は、2006年 8᭶より✌動し、テレࣅ用ᾮᬗパネルを

生⏘していたが、ࣔ バイル機ჾ向けの中ᑠᆺᾮᬗパネルの㟂要ᛴᣑ大に対ᛂし、➨ 2工場の᪤Ꮡラインを IGZO

用にᨵ造した。ࢩャープは、ライセンスを受けた IGZO の㔞⏘ᢏ⾡の㛤発には、༙ᑟయエネルギー研究ᡤの༠

ຊを得た[28]。2012 年 6 ᭶ 1 日のࢩャープによる IGZO ᢏ⾡発⾲会では、高い⛣動ᗘによつ TFT のᑠᆺ化と

配⥺の⣽⥺化により「2 ಸの高精⣽化」、高い࢜ࣇ特性を活かした新㥑動方ᘧによる「1/5㹼1/10 の低消費㟁

ຊ化」を発⾲した㹙3㹛。 

2012年 6᭶ 3㹼8日に⡿ᅜ࣎ストンで㛤ദされた Society for Information Display㸦SID）2012において、

LG 㟁子が CES12 で展♧した 55 インチ᭷機 ELディスプレイは、a-IGZO TFT を用いていることを発⾲するとと

もに、᭷機 ELテレࣅを展♧した[29]。また、SID2012 では、a-IGZO TFT を用いたテレࣅとして、ࢩャープが

32 ᆺと 13.5 ᆺᾮᬗ 4.9 ᆺ᭷機 EL、ࢽࢯーが 9.9 ᆺ᭷機 EL,ᮾⰪが 11.7 ᆺ᭷機 EL,そして AUO が 32 ᆺ᭷機

EL 等を展♧した[29]。 

 なお、ࢩャープのட山➨ 2 工場で生⏘される a-IGZO TFT ᥇用したᾮᬗパネルは、アップルのタࣈレット

iPad用に出荷されている[30]。 

 

4.10 ≉チᡂ❧ࡢ࡬኱Ꮫࡳ⤌ࡾྲྀࡢጼໃ 

 ⣽㔝ᩍᤵが出㢪した基本特チは、日本ᅜ内ではᡂ❧していたが、㡑ᅜの特チ庁は「容᫆に᥎定できる」

という理⏤で、特チとしての⊂自性をྰ定し、2009年 5᭶にᣄ⤯査定するというุ᩿をୗした[13]。 

 ⣽㔝ᩍᤵは、学会などでᅜ㝿的に⊂๰的な研究ᡂ果と認められていても、特チとしては認めないことに

対して「5年間の研究ᡂ果をྰ定されたものと感じたため、ᙜヱ特チのᡂ❧に精ຊをഴけた」という[13]。 

 特チ庁のᑂ査ᐁは原๎、文献主⩏によって特チの新つ性や⊂๰性などをุ᩿する。このため、⣽㔝ᩍᤵ

はᙜヱ特チ⏦ㄳのㄳồேである JST の代理ேᘚ理ኈの⿵ຓㄝ明者として、㡑ᅜの特チ庁のᣄ⤯Ỵ定୙᭹の場

に❧った[13]。その結果、㡑ᅜでも特チとして査定されⓏ㘓された。 

この⤒験から、⣽㔝ᩍᤵは「研究者本ேがその研究ᡂ果の新つ性などを୎ᑀにㄝ明することが大ษで、発

明者が本Ẽで特チᡂ❧にྲྀり⤌まないと、特チಀதには຾てない。」と㏙࡭ている[13]。 

 

㸳. ஦ᴗ໬ࢫࣥࢭ࢖ࣛ࡜཰ධ 

たように、ୡ⏺でึめて࡭ャープは、᪤に㏙ࢩ a-IGZO TFTを᥇用したᾮᬗパネルをட山➨ 2工場で生⏘し

ている。また、多くの௻業が a-IGZO TFTを᥇用したᾮᬗと᭷機 ELのၟရを発⾲している。 

この様に、IGZO は、ス࣐ート࢛ࣇンやࣔバイル向けᾮᬗのࡳならず、᭷機 EL やテレࣅにも、大きな㠉新

をもたらすとᮇᚅされる。 

現ᅾまでに࣒ࢧスンやࢩャープ、JX 日㖔日石金属などᅜ内外 8 社とライセンスዎ⣙を結ࢇでいる㹙31㹛。

ライセンスዎ⣙を結ࢇだ௻業が IGZOを౑った TFTで཰┈を上ࡆた場合、JST やᮾ工大、ඹ同研究したྛ௻業

に特チ཰ධがධる。特チ཰ධは、ᾮᬗパネル࣓ーカーであれࡤ、パネル኎上高の 1㸣๓ᚋに相ᙜすると見ら

れる。ୡ⏺のディスプレイᕷ場が⣙ 10 ඙෇と大きいことを考えれࡤ、特チ཰ධは㟷Ⰽ LEDのᢏ⾡でྡ古ᒇ大

学などが得たᅜ内研究機関で過ཤ最高の⣙ 56 ൨෇を㉸える可能性が十分にある㹙31㹛。㛗い時間が費やされ

る基♏研究でྲྀ得した特チは、ᐇ用化時には特チษれになってしまうことも多いが、IGZO の特チはまだ 10

年௨上᭷ຠᮇ間がṧる。  

この IGZOの事౛が、大学の発明がライセンスされ事業化される、⏘学ᐁ連ᦠと知的㈈⏘ᶒᡓ␎のᡂຌ事౛

となるᮇᚅが高まっている。 

 

㸴㸬IGZO  ពྵࡢ஦౛ࡢ

IGZOの事౛は、⏘学ᐁ連ᦠと知的㈈⏘ᶒᡓ␎のᡂຌ事౛とᡂりえる。この事౛から得られる、⏘学ᐁ連ᦠ

をᡂຌさせるためのྵ意をまとめる。 

㸯）⊂๰的な研究テー࣐のタ定と研究⟶理ができるᩍဨ、研究ဨの⫱ᡂ 

 㸰）科学ᢏ⾡の๰造的な研究、特に基♏的な研究をᨭ᥼する大ᆺの研究㛤発ᨭ᥼ᨻ策・ไᗘ 

㸱）「目฼き」、ライセンス等に精通した⏘学ᐁ連ᦠコーディネーターの⫱ᡂ 

㸲）௻業で「目฼き」、ライセンス等のᡓ␎௻画・ᐇ行できる「Ꮴ化・事業化プロࣔーター」の⫱ᡂ 

௻業においても、「目฼き」から、大学や௻業内で௻画、交΅、ุ᩿、ᐇ行を行って、研究㺃㛤発からᏤ化・

事業化࡬ㄏᑟするᡓ␎௻画㺃ᐇ行ができるேᮦがᚲ要である。このேᮦを「Ꮴ化・事業化プロࣔーター」ྡ௜

け、その⫱ᡂがᚲ要である。 

 

㸵㸬ࡵ ࡜ ࡲ 

ᮾி工業大学⣽㔝秀雄ᩍᤵによる㓟化≀༙ᑟయ IGZOの事౛について、研究、発明、㛤発、ライセンス、お

よࡧ事業化の過⛬を分析した。 

その結果、IGZO は、JSTから多ᩘの௻業にライセンスされ、事業化が㐍ࢇでいる。 

このため、IGZOの事౛は、⏘学ᐁ連ᦠと知的㈈⏘ᶒᡓ␎のᡂຌ事౛とᡂりえる。この事౛から、⏘学ᐁ連

ᦠをᡂຌさせるための、௨ୗのྵ意をまとめた。 

㸯）⊂๰的な研究テー࣐のタ定と研究⟶理ができるᩍဨ、研究ဨの⫱ᡂ 

 㸰）科学ᢏ⾡の๰造的な研究、特に基♏的な研究をᨭ᥼する大ᆺの研究㛤発ᨭ᥼ᨻ策・ไᗘ 

㸱）「目฼き」、ライセンス等に精通した⏘学ᐁ連ᦠコーディネーターの⫱ᡂ 

㸲）௻業で「目฼き」、ライセンス等のᡓ␎௻画・ᐇ行できる「Ꮴ化・事業化プロࣔーター」の⫱ᡂ 

この事౛から得られたྵ意から、さらに日本の⏘学ᐁ連ᦠと知的㈈⏘ᶒᡓ␎が㐍展することをᮇᚅする。 
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